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研究成果の概要（和文）：生物活性天然有機化合物に関して、探索および合成研究、生物検定を

行った。全合成達成：抗生物質ポリナクチン類アナログ、植物毒素 T-β-L、ピリキュオール類、

海洋忌避物質プテロエノン、植物ホルモンジャスモン酸類、鶏胃潰瘍形成物質ジゼロシン。部分

合成：気菌糸誘導物質パママイシン類、スピロファンジン類、抗生物質エナシロキシン類、血管

新生阻害物質コルチスタチン。単離・構造決定：エナシロキシン類、タキサン類、リモノイド類、

新規骨格エチノピン。 

 

研究成果の概要（英文）：Bioorganic research on biologically active natural products have 

been achieved. Total synthesis: analogs of polynactin antibiotics, phytotoxin T-beta-L 

and pyricuols, marine antifeedant pteroenone, plant hormone jasmonic acids, and 

gizzerosine. Patial synthesis: antibiotics pamamycis, spirofungins and enacyloxins, and 

anti-angiogenetic cortistatins. Isolation and structure elucidation: enacyloxins, 

taxanes, limonoids and echinopines. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,700,000 510,000 2,210,000 
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年度  

  年度  
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研究分野：農学 

科研費の分科・細目：生物生産化学・生物有機化学 

キーワード：抗生物質・植物毒素・海洋天然物・ジャスモン酸・タキサンジテルペノイド・単離

構造決定・全合成・構造活性相関  



 
１．研究開始当初の背景 
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人類を飢餓や疾病の恐怖から救う手段の一つ
に、農薬や医薬などの化学品を用い、目的に
応じて生命現象をコントロールすることが行
われてきた。そして、新規な疾病や耐性菌な
どに対抗するため、新規な作用機構を示す新
しい薬剤が求められていた。 
 
２．研究の目的 
生物活性を示す低分子有機化合物の研究を通
じて、新規な農薬・医薬のリード化合物を開
発する。そのために必要な、発端となる生命
現象の解明、鍵となる天然活性物質に関する
有機化学的研究（構造決定、全合成、生合成、
構造活性相関）を行う。 
 
３．研究の方法 
特異な生物活性や新規な骨格を有する化合物
を種々の樹木成分から探索する。構造既知の
上記化合物を全合成・アナログ合成し、生物
検定を通じてリード化合物を創出する。 
４．研究成果 
（１）抗生物質 ①放線菌気菌糸形成物質パ
ママイシン類：北半球及び南半球部の合成を
達成した。鎖状ポリエンポリオール型抗生物
質エナシロキシン：C9’-C15’、C16’-C23’
部分の合成を達成した。スピロファンジン：
コアスピロアセタール部分の合成を達成した。
②抗生物質ポリナクチンの CF3 アナログを合
成した。③エナシロキシンの全立体構造を決
定した（C13’-15’位）。 

（２）植物毒素 ①タバコ野火病原因物質タ
ブトキシン-β−ラクタム：全合成を達成した。
イネいもち病菌毒素ピリキュオール：全合成
を達成し、植物生長阻害活性試験を行い構造
活性相関を明らかにした。活性発現にはサリ
チルアルデヒド部分と側鎖の両方が必要であ
ることがわかった。②サリチルアルデヒド型
毒素の推定生合成中間体(重水素ラベル体)を
合成し、いもち菌によってピリキュロールに
変換されることを明らかにした。 
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（３）①インドネシア産海綿より単離された
の強力な血管新生阻害物質コルチスタチン類
の BC 環モデル合成を達成した。鍵段階に
Nicholas反応と閉環メタセシス反応を利用し
た。アナログ化合物 EI-hybrid A の改良合成
に成功した。②プテロエノンの四立体異性体
を anti-および syn-アルドール反応を利用し
て合成し、魚類防御試験を行った。同じ南氷
洋でも生息域から離れた場所の魚類にはプテ
ロエノンは忌避活性を示さないことを明らか
にした。 

（４）①抗ガン活性物質マオエクリスタルの
骨格合成を行った。②ジャスモン酸誘導体の
白血病細胞分化誘導活性を測定し、天然型が
非天然型より強力であることを明らかにした。 
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③イチイ・カヤ・マングローブ・ハーブから
新規タキサン類・リモノイド類および新規骨
格セスキテルペンなどを単離構造決定した。 
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